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－学校授業との連関についてのアンケート調査結果の概要－
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　要旨 : 宮城県内の３つの少年自然の家における環境学習活動の実態、各利用校での「総合的な

学習の時間」や教科の学習内容との連関性、および今後の期待や要望に関するアンケート調査を

実施した。277 の利用校からの回答結果の概要をここに報告する。

　キーワード : 少年自然の家、体験活動、環境学習、総合的な学習の時間、アンケート調査

１．はじめに

　環境学習として、実際の事物を対象に見たり触れた

りして感じる、あるいは、観察や測定の調査をする、

というような活動を通じた実体験に基づいて学習をす

すめることの有効性や重要性については、これまでの

多くの実践事例や指導報告などからみても、広く支持

されている。しかし学校現場では、その実体験の実施

が、課程進行時間や学校の立地環境などから制約され

ることも多い。そのため、各学校が例年利用する少年

自然の家や野外活動センターなどの社会教育施設での

活動は、施設周辺の豊かな自然を中心とした環境を実

体験できるたいへん貴重な機会といえる。

　平成 14 年度から導入された「総合的な学習の時間」

は、児童・生徒の「生きる力」の育成をめざし、教

科を横断し総合化した内容として創意工夫しながら

進めることが求められている。各学校では地域や学校

の特色を生かしながら、さまざまなテーマで取り組ん

でおり、環境学習は当初からその主要な学習テーマの

一つとなってきた。全国の少年自然の家でも、立地環

境を活かしたさまざまな環境学習のガイドや手引書を

作成して（例えば、独立行政法人国立少年自然の家，

2003a，2004）、「総合的な学習の時間」に対応している。

そのため、少年自然の家での活動と各学校での授業と

を密接に関連づけることによって、「総合的な学習の

時間」のみならず教科の学習内容を含めたものとして、

環境学習が実体験から理解へと効果的に展開できると

みられる。

　本報告は、こうした少年自然の家での活動における

環境学習、およびそれと各学校での「総合的な学習の

時間」や教科における学習内容とがどのように連関し

ているか、それぞれの実態を調べるとともに、今後環

境学習をすすめるために、施設や大学に対して何が要

望・期待されているかを知る目的で実施したアンケー

ト調査結果の概要である。特に、少年自然の家での活

動と各学校での環境学習の連関性を把握することを調

査の目的とした。

２．アンケート調査について

　アンケートは、付録に示したような「少年自然の家

と学校との環境学習活動に関する調査」と題した調査

用紙を用いた。内容は、大きくみると、少年自然の家

の利用形態（問１～問３）、利用の目的・理由と野外
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図１．回答校の学区位置の内訳

３．集計結果

１）自然の家の利用形態

　各自然の家を利用した学年の内訳は、図２のとおり

である。小学校では特に５年生の利用が圧倒的に多い。

活動内容（問４～問５、問８）、学校での学習内容（問

６～問７）、環境学習としての今後の取り組みと期待

（問９～問 12）に分けられる。

　アンケート調査は、2004 年 4 月～ 10 月に宮城県内

にある３つの少年自然の家（国立花山、宮城県立蔵王、

仙台市立泉岳）を利用した小学校、中学校、特殊学校

の計 388 校に回答を依頼した。2004 年 11 月に調査用

紙を送付し、１ヶ月の期間をおいて 2004 年 12 月末ま

でに 277 校から回答（回収率 71.4％）を得た。その

内訳は下記（表１）の通りである。本報告はこれらの

回答校の集計結果を基にしている。

なお、上記の学校は、図１のような地域に学区をもつ。

表１．回答校の集計結果

中山間地

10.1%

その他

5.2%

住宅地

36.2%

市街地

20.1%

平野地

28.4%

中学１年生 8.7%

小学６年生 3.0%

中学２年生 2.7%

中学３年生 0.6% 小学１-３年生
3.6%

小学４年生 8.4%

その他 1.2%

小学５年生 71.7%

図２．利用校の学年別内訳

　利用日数の内訳は図３のとおりである。１泊２日ま

たは２泊３日がほとんどである。

　利用時期の内訳は図４のとおりである。６月と９月

の利用の割合が多い。

１泊２日 24.3%

２泊３日  73.2%

３泊４日  1.8%

４泊以上  0.4% 日帰り 0.4%

1.4%

15.4%

31.5%

9.0%

2.9%

30.8%

7.2%

1.8%

0%

10%

20%

30%

40%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

２）教育課程上の充当

　教育課程として、自然の家での活動に充当された時

間の内訳は、図５のとおりである。宿泊行事および「総

合的な学習の時間」として充当されている場合が全体

の８割以上となっている。

集団宿泊行事 57.7%

総合的な学習の時間

29.4%

特になし 0.2%その他 1.1%

健康安全・体育的行事

2.7%

教科と結びつけて 8.4%

勤労生産・奉仕的行事

0.4%

図５．少年自然の家での活動に充当された時間の内訳

図４．利用時期の内訳

図３．利用日数の内訳
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３）少年自然の家利用の目的や理由

　図６に示すように、少年自然の家の利用目的や理由

として、「とてもよくあてはまる」と答えた項目のうち、

「集団活動・仲間づくりの場」と「自然体験・生活体

験の場」が特に高い。次いで、「周囲の自然環境が良

い」と「環境が良く、施設・設備が整っている」が高

い。これは、国立少年自然の家が 2002 年度に実施し

た調査結果（独立行政法人国立少年自然の家，2003b）

とほぼ同じ傾向である。ただし、「周囲の自然環境が

良い」がより高い割合で理由とされている点が特徴的

であり、これは３つの少年自然の家とも恵まれた自然

環境の中に立地していることによるとみられる。

４）少年自然の家での活動内容

　自然の家で利用校が行っているさまざまな活動のう

ち、環境学習に関連づけられる自然体験、野外生活体

験活動、自然観察調査活動、ゲームやものづくり、お

よび社会体験活動の各内容の実施状況は、図７～図

11 のとおりである。

【自然体験活動】これは自然の家での活動として多く

行われている。内訳として、登山、沢あそび（沢のぼ

りを含む）、ナイトハイキングの実施の割合が高い。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①集団活動・仲間づくりの場として

②自然体験・生活体験の場として

③自主性・自立心の育成のため

④社会性の育成のため

⑤体力の向上のため

⑥「総合的な学習の時間」の場として適当だから

⑦教科の学習の場として適当だから

⑧新入生のオリエンテーショ ンとして

⑨これまでに継続的に実施してきているから

⑩費用が適当だから

⑪距離的に近いから

⑫周囲の自然環境が良いから

⑬環境が良く、施設・設備が整っているから

⑭プログラムや講師が充実しているから

⑮自然の家の職員などの協力が得られるから

よくあてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

62.6%

30.4%

48.4%

30.0%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①登山

②ハイキング(昼)

③ナイトハイキング

④沢のぼり

⑤沢あそび

【野外生活体験活動】野外炊事とキャンプファイアー

が７割以上の実施率で、活動の中で最もよく行われて

いる。

84.6%

22.7%

72.5%

15.0%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①野外炊事

②テント泊

③キャンプファイアー

④火おこし

⑤魚つかみ

【自然観察調査活動】星空観察、植物観察、水生生物

観察が比較的多いが、それ以外は総じて少ない。

17.9%

5.5%

8.1%

12.1%

23.1%

6.2%

0.7%

2.6%

2.6%

23.4%

0% 10% 20% 30%

①水生生物観察

②水質調査

③動物・昆虫観察

④野鳥観察

⑤植物観察

⑥樹木観察

⑦土壌観察

⑧岩石・鉱物観察

⑨地形観察

⑩星空観察

図９．自然観察調査活動の実施内訳

図６．少年自然の家の利用の目的・理由

図７．自然体験活動の実施内訳

図８．野外生活体験活動の実施内訳
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【ゲーム・ものづくり】焼き板づくりとオリエンテー

リングが比較的多い。

12.8%

15.4%

31.9%

4.0%

36.3%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40%

①ネイチャーゲーム

②協力ゲーム(PAなど)

③オリエンテーリング

④写生

⑤焼き板づくり

⑥クラフト

【社会体験活動】総じて少ない。

1.8%

0.4%

1.5%

4.8%

9.5%

1.5%

0% 10% 20% 30%

①林業体験

②炭焼き体験

③収穫体験

④食物作り体験

⑤周辺施設見学

⑥その他

【環境学習資料の利用状況】３つの自然の家では、環

境学習に関する活動プログラムや「総合的な学習の時

間」としての活動事例集などの資料が作成されている。

これらが実際の活動にどの程度参考となったかについ

ては、図 12 に示されるとおりである。

16.59%

50.22%

18.34%

14.85%

9.09%

45.45%

21.21%

24.24%

0% 20% 40% 60% 80%

①おおいに参考となった

②やや参考となった

③あまり参考にならなかった

④事例集を知らなかった

小学校

中学校

５）自然の家での活動と学習内容との関連

　学習内容として、少年自然の家での活動と関連させ

た学習がどの時間に取り上げられたかは、図 13 に示

すとおりである。小学校では「総合的な学習の時間」

が最も多く、教科や学級活動の内容としても比較的多

く取り上げられている。一方、中学校では「総合的な

学習の時間」と学級活動の内容として多く取り上げら

れ、教科の内容としては少ない。

59.6%

39.0%

33.3%

6.1%

12.7%

47.1%

5.9%

41.2%

11.8%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80%

①「総合的な学習の時間」の内容として

②教科の内容として

③学級活動として

④その他

⑤特に取り上げない

小学校

中学校

【「総合的な学習の時間」の内容】「総合的な学習の時間」

の内容として取り上げた学校（学級）におけるテーマ

は、図 14 に示すように大別される。小学校では、利

用した各自然の家やその周辺の自然に関する学習、学

区域と自然の家周辺との比較による地域に関する学習

が多く、次いで、自然の家での活動を含めた共同生活

に関する学習と環境一般に関する学習が比較的多い。

一方、中学校では、回答数が少ないものの、自然体験

とならんで生活や社会性の学習が比較的多い。

59

22

14

16

6

3

3

11

0 10 20 30 40 50 60 70

自然に関する学習

地域に関する学習

環境に関する学習

共同生活に関する学習

生活・社会性の学習

友情・こころに関する学習

いのちに関する学習

その他

図 14．少年自然の家の活動と関連した「総合的な学習の

　　　時間」の学習内容の内訳．横軸は同類の記述内容の

　　　数を表す

【教科の内容】教科の内容として取り上げた学校での

教科の内訳は、図15のとおりである。理科が最も多く、

次いで図工、家庭、体育、国語、道徳が多くあげられ

ている。

国語, 13.8%

社会, 5.6%

理科, 22.5%

体育, 13.8%

図工, 15.0%

音楽, 2.5%

家庭, 14.4%

道徳, 10.6%

算数, 0.6%

生活, 0.6%
生活単元学習, 0.6%

図 15．少年自然の家の活動と関連した内容を扱った教科の内訳

図 12．少年自然の家で作成された環境学習資料の利用状況

図 11．社会体験活動の実施内訳

図 10．ゲーム・ものづくりなどの実施内訳．

図 13．自然の家での活動に関連した内容の学習時間の内訳



－111 －

宮城県内の少年自然の家における環境学習活動

－112 －

宮城教育大学環境教育研究紀要　第７巻 (2004)

【学級活動】学級内での集団活動や協力などに関する

内容が多い。

【学習進行上の位置づけ】少年自然の家での活動を、

学習進行上、どのように位置づけたかについては、図

16 に示されるとおりである。学習単元の中心または

導入として、位置づけている場合が多いが、小学校で

は約３割が発展としても位置づけている。

39.13%

59.78%

30.43%

3.80%

55.6%

44.4%

14.8%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80%

①導入として

②単元の中心として

③発展として

④その他

小学校

中学校

図 16．自然の家での活動に関連した内容の学習進行上の

　　　 位置づけの内訳．

６）自然の家での環境学習活動に対する意欲

　自然の家の利用において、今後の環境学習に関連す

る活動を行う意志については、図 17 に示されるとお

りである。概して、小学校の方が中学校よりも環境学

習活動を行いたいと考えている割合が高いが、そうで

ない割合も全体の３割以上に達する。

15.02%

53.22%

30.47%

1.29%

8.82%

44.12%

44.12%

5.88%

0% 20% 40% 60% 80%

①強くそう思う

②ややそう思う

③あまりそう思わない

④特に必要ない

小学校

中学校

図 17．今後の少年自然の家での環境学習活動に対する意欲

　具体的な活動内容としては、少年自然の家で現在実

施可能な野外活動を中心に、図 18 に示すような希望

がある。特に、水生生物観察や水質調査などの水に関

連した内容が多いほか、植物観察をはじめとする樹木

や森林に関する内容も少なくない。

46

36

13

31

44

4

10

4

27

17

10

10

36

0 10 20 30 40 50

水生生物観察

水質調査

沢遊び・沢登り

動物・昆虫観察

植物観察

岩石・鉱物調査

星座観察

野外生活体験

自然体験

ゲーム

社会体験

登山・ハイキング

その他

７）自然の家での環境学習活動に対する期待や要望

　今後、自然の家で環境学習に関する活動を行う上で

必要と考えられる種々の事項に対する期待は、図 19

に示されるとおりである。設備・備品、教材（事例集

やワークシートなど）、活動場所の整備や充実、およ

び事前説明に対する期待が特に高い。また、自然の家

職員、依嘱講師、ボランティア学生等による支援に対

する期待も高い。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①設備・備品の充実

②活動場所の整備

③事例集やワークシートの充実

④担当教員に対する事前説明

⑤自然の家職員や委嘱講師による直接

的支援

⑥ボランティア・大学生等による直接的

支援

⑦活動時間の増加

⑧その他

強く期待する ある程度期待する あまり期待しない 必要ない

　上記の期待に関連して、少年自然の家や大学等に対

する要望や希望の記述意見をまとめると、図 20 に示

図 18．今後取り組みたい自然の家での環境学習活動の内

　　　 訳．数値は同類内容の記述の数を表す．

図 19．自然の家での環境学習活動で期待される内容と程度 
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すような内容の内訳となる。特に、自然の家での活動

のプログラムや学習材の整備・充実やそれらの情報の

提供・発信の充実などといった物的支援とならんで、

講師やボランティア学生から児童への直接的な指導や

助言あるいは指導教員への講習などの人的な支援に対

する要望が多い。
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プログラムの質・量の充実

教具・対象の整備・充実
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その他の学習内容の充実

児童・生徒への直接的支援

教員への助言等の支援

その他の人的支援

その他

４．おわりに

　少年自然の家における利用校の活動については、各

自然の家での実施記録等によって、状況をある程度把

握しているものの、その活動内容と各学校での学習内

容との関わりについては、あまり追跡されていない。

今回のアンケート調査によって初めて、客観的にその

状況を把握することができた。少年自然の家での活動

が、「総合的な学習の時間」や教科の内容として、自然・

地域・環境などを主とした学習と大きな関わりをもっ

ていることが浮き彫りとなった。また、自然の家での

環境学習活動に対する期待が高く、そのための要望と

して、物的のみならず人的な支援が多いこともわかっ

た。

　本報告の調査は、多様な立地環境にある宮城県内全

域（一部県外も含む）の学校から得られた回答を基に

しており、全国的にもあまり類例をみないものである。

この貴重な調査結果については、さらに分析を加える

とともに、今後の支援や整備のあり方を考えるうえで

有効に活用してゆきたい。
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　　　 の記述意見．数値は同類内容の記述の数を表す
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